
次期生涯スポーツマスタープランについて

・熊本県でのくまもと未来国体開催など生涯スポーツ社会の実現に向けた機運の高まりを受けて、
平成11年（1999年）に「熊本市スポーツ都市宣言」が行われ、平成12年（2000年）に、市民が生
涯にわたってより活発にスポーツ活動を行うことができるよう、本市における生涯スポーツの指
針となる「熊本市生涯スポーツマスタープラン」（以下「マスタープラン」という。）を策定

・第2次マスタープランを平成24年度（2012年度）から令和2年度（2021年度）の10年間を計画期間
として策定したが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大によりこれまで改定を見送ってきた

・今年度、コロナ禍以降の市民のライフスタイルの変化や人口減少など社会状況の変化等を踏まえ、
次期マスタープランの策定に取り組む

１．熊本市生涯スポーツマスタープランについて

スポーツ振興課

（１）策定の趣旨

（２）マスタープランの位置づけ

本市の最上位計画である「第８次総合計画」を踏まえ、関連するスポーツ庁「第３期スポーツ基本
計画」や熊本県「第３期スポーツ推進計画」等と整合を図る

熊本市第８次総合計画
令和６年度～令和１３年度｜熊本市

【めざすまちの姿】上質な生活都市

【８つのビジョン】
１こどもが輝く、若者が希望を抱くまち
２市民に愛され、世界に選ばれる、

持続的な発展を実現するまち
３市民生活を守る強くしなやかなまち
４だれもが自分らしくいきいきと生活できるまち
５豊かな環境を未来につなぐまち
６すべての市民がより良い暮らしを営むまち
７安全で良好な都市基盤が整備されたまち
８市民に信頼される市役所

２－３ 交流人口拡大によるにぎわいの創出
熊本の特性を生かしたMICE誘致の推進とイベ
ント・スポーツ大会の開催

６－３ 生涯にわたる学びやスポーツの推進
ライフステージに応じた生涯スポーツの推進

３つの横断的視点
① SDGsの推進
②デジタル化・DXの推進
③市域を超えた広域的な連携強化

第３期スポーツ基本計画
令和４年度～令和８年度｜スポーツ庁

【２期⇒３期】
国民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」ことを真に実現できる
社会を目指す。

【３つの新たな視点】
★つくる／はぐくむ
★あつまり、ともに、つながる
★誰もがアクセスできる

●多様な主体におけるスポーツの機会創出 ●スポーツによる地方創生、まちづくり
●スポーツ界におけるＤＸの推進 ●スポーツを通じた共生社会の実現
●国際競技力の向上 ●スポーツ団体のガバナンス改革・経営力強化
●スポーツの国際交流・協力 ●スポーツ推進のためのハード、ソフト、人材
●スポーツによる健康増進 ●スポーツを実施する者の安全・安心の確保
●スポーツの成長産業化 ●スポーツ・インテグリティの確保

次期熊本市生涯スポーツマスタープラン

（３）計画期間

２０２５年度（令和７年度）～２０３２年度（令和１４年度）の８年間
※ 社会状況等の変化を踏まえ、中間見直しを行う

２．策定スケジュール

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

スポーツ推進審議会
●
諮問

● ● ● ● 答申

市民ニーズ調査

議会
●
骨子

●
素案

●
最終案

熊本市
（政策会議）

●
骨子

●
素案

市民アンケート
団体ヒアリング等
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